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和歌山市×南海電鉄 連携協定に基づき、 

「リノベーションまちづくり講演会＠加太」を 

 ２０１９年１月３０日(水)と３月６日(水)に開催します！ 
 
 

和歌山市(市長：尾花正啓)と南海電鉄(社長：遠北光彦)では、２０１８年１０月３日に締結した

「リノベーションまちづくり」に関する連携協定に基づき、２０１９年１月３０日(水)と３月６日

(水)に「リノベーションまちづくり講演会＠加太」を開催します。 

 

 和歌山市と南海電鉄では、２０１９年度から、加太

エリアの遊休不動産を対象にした「リノベーションス

クール」を開催することを目指しています。今回の講

演会開催によって、加太エリアや「リノベーションま

ちづくり」に対する関心を持っていただき、「リノベ

ーションスクール」への受講生や不動産オーナーとし

ての参加意欲を高めることを目的としています。 

 

２０１９年１月３０日(水)に開催する「リノベーシ

ョンまちづくり講演会＠加太 vol.１」は、「『市民が

動き、行政が支える』～これからの幸せまちづくり論

～」と題して、株式会社ワークヴィジョンズの西村浩

代表取締役が、「リノベーションまちづくり」の概要

や全国各地での実践事例などを紹介します。 

また、２０１９年３月６日(水)に開催する「リノベ

ーションまちづくり講演会＠加太 vol.２」は、詳細が

決まりましたら、改めてお知らせさせていただきます。 

 

 

 

 
 

 本件に関するお問合せは 
     和 歌 山 市 都市再生課    ＴＥＬ ０７３－４３５－１０４８ 

    南 海 電 鉄 総務部(広報)      ＴＥＬ ０６－６６４４－７１２５ 

 

 

 

告知用ポスター 



１．リノベーションまちづくり講演会＠加太 vol.１ 

（１）開催日時 ２０１９年１月３０日（水） １９:００～２１:００（開場 １８：３０） 

 

（２）開催場所 

和歌山市加太総合交流センター２階 研修室 

（和歌山県和歌山市加太２６９２－１） 

      ※南海電鉄加太駅から徒歩約５分 

 

（３）講  師 

株式会社ワークヴィジョンズ 代表取締役 西村 浩（にしむら ひろし）氏 

 
1967 年佐賀県生まれ。東京大学工学部土木工学科卒業、東京大

学大学院工学系研究科修士課程修了後、1999 年にワークヴィジョ

ンズ一級建築士事務所を設立。土木出身ながら建築の世界で独立し、

現在は、都市再生戦略の立案からはじまり、建築・リノベーション・

土木分野の企画・設計に加えて、まちづくりのディレクションから

コワーキングスペースの運営までを意欲的に実践する。 

日本建築学会賞（作品）、土木学会デザイン賞、ＢＣＳ賞、ブル

ネル賞、アルカシア建築賞、公共建築賞 他多数受賞。2009 年に竣

工した、北海道岩見沢市の「岩見沢複合駅舎」は、2009 年度グッ

ドデザイン賞大賞を受賞。 

 

（４）テーマおよび内容 

    テーマ：『市民が動き、行政が支える』～これからの幸せまちづくり論～ 

内 容：「リノベーションまちづくり」の概要説明、全国各地での実践事例紹介など 

 

（５）募集定員 １００人（先着順） 

   

（６）参加費  無料 

 

２．お客さまのお問い合わせ先 

リノベーションわかやま事務局 ＴＥＬ ０７３－４２５－８５８３ 
 ※「リノベーションまちづくり講演会＠加太」の運営は、株式会社紀州まちづくり舎（リノ

ベーションわかやま事務局）に委託しています。 

 

※２０１９年３月６日(水)に開催する「リノベーションまちづくり講演会＠加太 vol.２」

は、詳細が決まりましたら、改めてお知らせさせていただきます。 

  【現時点での予定】 

    講 師 設計事務所岡昇平 代表 岡 昇平（おか しょうへい）氏 

    テーマ 「まちやどの取組みについて」 

    内 容 「まちやど」の概要説明、仏生山温泉での取組み紹介など 

 
 ＜参考＞和歌山市と南海電鉄の連携協定について 

  和歌山市と南海電鉄は、２０１８年１０月３日に、加太線および和歌山市駅周辺エリアにおける「リ

ノベーションまちづくり」に関する連携協定を締結しました。 

当協定は、それぞれが和歌山市内で実施してきた取組みを一層推進すべく、リノベーションまちづ

くりを通して、観光、産業、地域の振興などの各分野において相互に協力し合い、加太線沿線及び和

歌山市駅周辺エリアの魅力創出・発信に積極的に取り組んでいくことを目的としています。 

以 上 






